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製 品 安 全 デ ー タシ ート

ニッケル

作 成 日 2 0 0 2 年 1 1 月 5 日

改 定 日 2 0 0 6 年 1 0 月 2 3 日

１． 化 学 物 質 等 及 び 会 社 情 報

化 学 物 質 等 の 名 称 ： ニ ッ ケ ル

製 品 コ ード ： ○ ○ ○

会 社 名 ： ○ ○ ○ ○ 株 式 会 社

住 所 ： 東 京 都 △ △ 区 △ △ 町 △ 丁 目 △ △ 番 地

電 話 番 号 ： 0 3 － 1 2 3 4 － 5 6 7 8

緊 急 連 絡 電 話 番 号 ： 0 3 － 1 2 3 4 － 5 6 7 8

F A X 番 号 ： 0 3 － 1 2 3 4 － 5 6 7 8

メ ール ア ド レス ：

推 奨 用 途 及 び 使 用 上 の 制 限 ： 特 殊 鋼 、 合 金 ロ ー ル 、 電 熱 線 、 電 気 通 信 機 器 、 洋 白 メ ッキ、 貨 幣 な

ど

２． 危 険 有 害 性 の 要 約

ＧＨＳ 分 類

物 理 化 学 的 危 険 性 火 薬 類 分 類 対 象 外

可 燃 性 ・ 引 火 性 ガ ス 分 類 対 象 外

可 燃 性 ・ 引 火 性 エ ア ゾ ー ル 分 類 対 象 外

支 燃 性 ・ 酸 化 性 ガ ス 分 類 対 象 外

高 圧 ガ ス 分 類 対 象 外

引 火 性 液 体 分 類 対 象 外

可 燃 性 固 体 分 類 で き な い

自 己 反 応 性 化 学 品 分 類 対 象 外

自 然 発 火 性 液 体 分 類 対 象 外

自 然 発 火 性 固 体 区 分 外

自 己 発 熱 性 化 学 品 分 類 で き な い

水 反 応 可 燃 性 化 学 品 区 分 外

酸 化 性 液 体 分 類 対 象 外

酸 化 性 固 体 分 類 対 象 外

有 機 過 酸 化 物 分 類 対 象 外

金 属 腐 食 性 物 質 分 類 で き な い

人 健 康 有 害 性 急 性 毒 性 （ 経 口 ） 区 分 外

急 性 毒 性 （ 経 皮 ） 分 類 で き な い

急 性 毒 性 （ 吸 入 ： ガ ス ） 分 類 対 象 外

急 性 毒 性 （ 吸 入 ： 蒸 気 ） 分 類 で き な い

急 性 毒 性 （ 吸 入 ： 粉 じん） 分 類 で き な い

急 性 毒 性 （ 吸 入 ： ミ ス ト ） 分 類 対 象 外

皮 膚 腐 食 性 ・ 刺 激 性 分 類 で き な い

眼 に対 する重 篤 な 損 傷 ・ 眼

刺 激 性

分 類 で き な い

呼 吸 器 感 作 性 区 分 1

皮 膚 感 作 性 区 分 1

生 殖 細 胞 変 異 原 性 分 類 で き な い

発 が ん性 区 分 2

生 殖 毒 性 分 類 で き な い

特 定 標 的 臓 器 ・ 全 身 毒 性

（ 単 回 ば く 露 ）

区 分 1 ( 呼 吸 器 、 腎 臓 )

特 定 標 的 臓 器 ・ 全 身 毒 性

（ 反 復 ば く 露 ）

区 分 1 ( 呼 吸 器 )

吸 引 性 呼 吸 器 有 害 性 分 類 で き な い

環 境 有 害 性 水 生 環 境 急 性 有 害 性 分 類 で き な い

水 生 環 境 慢 性 有 害 性 区 分 4

ラ ベル 要 素

絵 表 示 又 は シ ンボル ：

注 意 喚 起 語 ： 危 険

危 険 有 害 性 情 報 ： 吸 入 するとア レル ギ ー 、 喘 息 又 は 呼 吸 困 難 を起 こ すおそ れ
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ア レル ギ ー 性 皮 膚 反 応 を引 き 起 こ すおそ れ

発 が んの おそ れ の 疑 い

呼 吸 器 ､腎 臓 の 障 害

長 期 又 は 反 復 ば く 露 による呼 吸 器 の 障 害

長 期 的 影 響 により 水 生 生 物 に有 害 の おそ れ

注 意 書 き ： 【 安 全 対 策 】

使 用 前 に取 扱 説 明 書 を入 手 するこ と。

すべ て の 安 全 注 意 を読 み 理 解 するま で 取 扱 わ な いこ と。

必 要 に応 じて 個 人 用 保 護 具 や 換 気 装 置 を使 用 し、 ば く 露 を避 けるこ

と。

適 切 な 保 護 手 袋 を着 用 するこ と。

換 気 が 十 分 で な い場 合 には 、 適 切 な 呼 吸 用 保 護 具 を着 用 するこ

と。

粉 じん、 ヒ ュ ーム の 吸 入 を避 けるこ と。

こ の 製 品 を使 用 する時 に、 飲 食 又 は 喫 煙 をしな いこ と。

屋 外 又 は 換 気 の 良 い区 域 で の み 使 用 するこ と。

取 り 扱 い後 は よく 手 を洗 うこ と。

環 境 へ の 放 出 を避 けるこ と。

【 応 急 措 置 】

吸 入 した 場 合 、 被 災 者 を新 鮮 な 空 気 の ある場 所 に移 動 し、 呼 吸 しや

すい姿 勢 で 休 息 させ るこ と。

呼 吸 に関 する症 状 が 出 た 場 合 には 、 医 師 に連 絡 するこ と。

気 分 が 悪 い時 は 、 医 師 の 手 当 て 、 診 断 を受 けるこ と。

汚 染 され た 作 業 衣 は 作 業 場 か ら 出 さな いこ と。

汚 染 され た 衣 類 を再 使 用 する前 に洗 濯 するこ と。

皮 膚 に付 着 した 場 合 、 多 量 の 水 と石 鹸 で 洗 うこ と。

皮 膚 に付 着 した 場 合 、 皮 膚 刺 激 又 は 発 疹 が 生 じた 場 合 は 、 医 師 の

診 断 、 手 当 て を受 けるこ と。

ば く 露 又 は そ の 懸 念 が ある場 合 、 医 師 の 手 当 、 診 断 を受 けるこ と。

漏 出 物 は 回 収 するこ と。

【 保 管 】

施 錠 して 保 管 するこ と。

【 廃 棄 】

内 容 物 や 容 器 を、 都 道 府 県 知 事 の 許 可 を受 けた 専 門 の 廃 棄 物 処 理

業 者 に業 務 を委 託 するこ と。

国 ・ 地 域 情 報 国 内 法 は 第 1 5 章 「 適 用 法 令 」 を参 照 の こ と。

３． 組 成 、 成 分 情 報

化 学 物 質

化 学 名 又 は 一 般 名 ： ニ ッ ケ ル （ N i c k e l )

別 名 ：

化 学 式 ： N i

化 学 特 性 （ 化 学 式 又 は 構 造 式 ） ：

Ｃ Ａ Ｓ 番 号 ： 7 4 4 0 - 0 2 - 0

官 報 公 示 整 理 番 号

（ 化 審 法 ・ 安 衛 法 ） ：

対 象 外

分 類 に寄 与 す る不 純 物 及 び 安 定

化 添 加 物 ：

情 報 な し

濃 度 又 は 濃 度 範 囲 情 報 な し

４． 応 急 措 置

吸 入 した 場 合 ： 被 災 者 を新 鮮 な 空 気 の ある場 所 に移 動 し、 呼 吸 しや すい姿 勢 で 休

息 させ るこ と。

医 師 の 手 当 、 診 断 を受 けるこ と。

皮 膚 に付 着 した 場 合 ： 皮 膚 を速 や か に洗 浄 するこ と。

多 量 の 水 と石 鹸 で 洗 うこ と。

医 師 の 手 当 、 診 断 を受 けるこ と。

汚 染 され た 衣 類 を再 使 用 する前 に洗 濯 するこ と。

目 に入 っ た 場 合 ： 水 で 数 分 間 注 意 深 く 洗 うこ と。

医 師 の 手 当 、 診 断 を受 けるこ と。

飲 み 込 ん だ 場 合 ： 口 をすすぐ こ と。

医 師 の 手 当 、 診 断 を受 けるこ と。

予 想 され る急 性 症 状 及 び 遅 発 性 症

状 ：

吸 入 ： 咳 、 息 切 れ 、 喘 息 様 症 状 。 症 状 は 、 遅 れ て 現 れ るこ とが あ

る。

皮 膚 ： 刺 激 、 皮 膚 感 作 。

眼 ： 刺 激 、 発 赤 。

最 も 重 要 な 兆 候 及 び 症 状 ：

応 急 措 置 をす る者 の 保 護 ： 救 助 者 は 、 状 況 に応 じて 適 切 な 保 護 具 を着 用 する。

医 師 に対 す る特 別 な 注 意 事 項 ： 安 静 と症 状 の 医 学 的 な 経 過 観 察 が 必 要 。
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５． 火 災 時 の 措 置

消 火 剤 ： 特 殊 粉 末 消 火 剤 、 ソ ーダ 灰 、 石 灰 、 乾 燥 砂 。

使 っ て は な ら な い消 火 剤 ： 二 酸 化 炭 素 、 散 水 、 泡 消 火 剤

特 有 の 危 険 有 害 性 ： 加 熱 により 容 器 が 爆 発 するおそ れ が ある。

火 災 によ っ て 刺 激 性 、 腐 食 性 又 は 毒 性 の ガ ス （ ニ ッ ケ ル カ ル ボニ ル

な ど ） を発 生 するおそ れ が ある。

特 有 の 消 火 方 法 ： 危 険 で な けれ ば 火 災 区 域 か ら 容 器 を移 動 する。

密 閉 法 、 窒 息 法 消 火 が 望 ま しい。

消 火 後 も 、 大 量 の 水 を用 いて 十 分 に容 器 を冷 却 する。

消 火 を行 う 者 の 保 護 ： 消 火 作 業 の 際 は 、 適 切 な 空 気 呼 吸 器 、 化 学 用 保 護 衣 （ 耐 熱 性 ） を

着 用 するこ と。

６． 漏 出 時 の 措 置

人 体 に対 す る注 意 事 項 、 保 護 具 及

び 緊 急 時 措 置 ：

直 ちに、 全 て の 方 向 に適 切 な 距 離 を漏 洩 区 域 として 隔 離 する。

関 係 者 以 外 の 立 入 り を禁 止 する。

作 業 者 は 適 切 な 保 護 具 （ 「 ８． ば く 露 防 止 及 び保 護 措 置 」 の 項 を参

照 ） を着 用 し、 眼 、 皮 膚 へ の 接 触 や 吸 入 を避 ける。

漏 洩 物 に触 れ た り 、 そ の 中 を歩 いた り しな い。

環 境 に対 す る注 意 事 項 ： 環 境 中 に放 出 して は な ら な い。

河 川 等 に排 出 され 、 環 境 へ 影 響 を起 こ さな いように注 意 する。

回 収 、 中 和 ： 漏 洩 物 は 清 潔 な 帯 電 防 止 工 具 を用 いて 集 め 、 密 閉 可 能 な 容 器 に回

収 し、 後 で 廃 棄 処 理 する。

封 じ込 め 及 び 浄 化 の 方 法 ・ 機 材 ： 危 険 で な けれ ば 漏 れ を止 め る。

二 次 災 害 の 防 止 策 ： すべ て の 発 火 源 を速 や か に取 除 く （ 近 傍 で の 喫 煙 、 火 花 や 火 炎 の

禁 止 ） 。

排 水 溝 、 下 水 溝 、 地 下 室 あるいは 閉 鎖 場 所 へ の 流 入 を防 ぐ 。

７． 取 扱 い及 び 保 管 上 の 注 意

取 扱 い

技 術 的 対 策 ： 「 ８． ば く 露 防 止 及 び保 護 措 置 」 に記 載 の 設 備 対 策 を行 い、 保 護 具

を着 用 する。

局 所 排 気 ・ 全 体 換 気 ： 「 ８． ば く 露 防 止 及 び保 護 措 置 」 に記 載 の 局 所 排 気 ・ 全 体 換 気 を行

な う。

安 全 取 扱 い注 意 事 項 ： 使 用 前 に使 用 説 明 書 を入 手 するこ と。

すべ て の 安 全 注 意 を読 み 理 解 するま で 取 扱 わ な いこ と。

周 辺 で の 高 温 物 、 ス パ ーク 、 火 気 の 使 用 を禁 止 する。

空 気 中 の 濃 度 をば く 露 限 度 以 下 に保 つた め に排 気 用 の 換 気 を行 う

こ と。

粉 じん、 ヒ ュ ーム の 吸 入 を避 けるこ と。

接 触 、 吸 入 又 は 飲 み 込 ま な いこ と。

汚 染 され た 作 業 衣 は 作 業 場 か ら 出 さな いこ と。

こ の 製 品 を使 用 する時 に、 飲 食 又 は 喫 煙 をしな いこ と。

屋 外 又 は 換 気 の 良 い区 域 で の み 使 用 するこ と。

取 扱 い後 は よく 手 を洗 うこ と。

環 境 へ の 放 出 を避 けるこ と。

接 触 回 避 ： 「 １０． 安 定 性 及 び反 応 性 」 を参 照 。

保 管

技 術 的 対 策 ： 保 管 場 所 には 危 険 物 を貯 蔵 し、 又 は 取 り 扱 うた め に必 要 な 採 光 、 照

明 及 び換 気 の 設 備 を設 ける。

混 触 危 険 物 質 ： 「 １０． 安 定 性 及 び反 応 性 」 を参 照 。

保 管 条 件 ： 混 触 危 険 物 質 か ら 離 して 保 管 するこ と。

容 器 を密 閉 して 換 気 の 良 い冷 所 で 保 管 するこ と。

施 錠 して 保 管 するこ と。

容 器 包 装 材 料 ： 国 連 輸 送 法 規 で 規 定 され て いる容 器 を使 用 する。

８． ば く 露 防 止 及 び 保 護 措 置

管 理 濃 度 ： 未 設 定

許 容 濃 度 （ ば く 露 限 界 値 、 生 物 学 的

ば く 露 指 標 ） ：

日 本 産 業 衛 生 学 会 （ 2 0 0 5年 版 ）  1 m g/ m 3 ( N iとして )

A C G I H （ 2 0 0 5年 版 ） T L V- T W A 1 .5 m g/ m 3 ( N iとして )

設 備 対 策 ： 気 中 濃 度 を推 奨 され た 許 容 濃 度 以 下 に保 つた め に、 工 程 の 密 閉

化 、 局 所 排 気 、 そ の 他 の 設 備 対 策 を使 用 する。

粉 じんが 発 生 する場 合 は 、 局 所 排 気 装 置 を設 置 する。

高 熱 工 程 で 粉 じん、 ヒ ュ ーム が 発 生 するとき は 、 換 気 装 置 を設 置 す

る。

こ の 物 質 を貯 蔵 な いし取 扱 う作 業 場 には 洗 眼 器 と安 全 シ ャワ ー を設

置 するこ と。

保 護 具

呼 吸 器 の 保 護 具 ： 適 切 な 呼 吸 器 保 護 具 を着 用 するこ と。

手 の 保 護 具 ： 適 切 な 保 護 手 袋 を着 用 するこ と。
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眼 の 保 護 具 ： 適 切 な 眼 の 保 護 具 を着 用 するこ と。

皮 膚 及 び 身 体 の 保 護 具 ： 必 要 に応 じて 適 切 な 保 護 衣 、 保 護 面 等 を使 用 するこ と。

衛 生 対 策 ： こ の 製 品 を使 用 する時 に、 飲 食 又 は 喫 煙 をしな いこ と。

取 扱 い後 は よく 手 を洗 うこ と。

９． 物 理 的 及 び 化 学 的 性 質

物 理 的 状 態 、 形 状 、 色 な ど ： 銀 色 の 様 々 な 形 状 をした 金 属 固 体 1 )

臭 い： 無 臭

p H ： デ ー タな し

融 点 ・ 凝 固 点 ： 1 4 5 5 ℃ （ 融 点 ） 1 )

沸 点 、 初 留 点 及 び 沸 騰 範 囲 ： 2 7 3 0 ℃ ( 沸 点 ) 1 )

引 火 点 ： デ ー タな し

爆 発 範 囲 ： デ ー タな し

蒸 気 圧 ： デ ー タな し

蒸 気 密 度 （ 空 気 = 1 ） ： デ ー タな し

比 重 （ 密 度 ） ： 8 .9 ( 密 度 ) 1 )

溶 解 度 ： 水 に不 溶 。

オク タノ ー ル / 水 分 配 係 数 ： デ ー タな し

自 然 発 火 温 度 ： デ ー タな し

分 解 温 度 ： デ ー タな し

臭 いの しき い（ 閾 ） 値 デ ー タな し

蒸 発 速 度 （ 酢 酸 ブ チ ル = 1 ） ： デ ー タな し

燃 焼 性 （ 固 体 、 ガ ス ） ： 　 引 火 性 。 1 ) 微 粉 末 にな るほ ど 火 災 や 爆 発 の 危 険 度 が 高 い。 1 )

粘 度 ： デ ー タな し

１０． 安 定 性 及 び 反 応 性

安 定 性 ： 通 常 の 取 扱 条 件 下 で は 安 定 。

危 険 有 害 反 応 可 能 性 ： 粉 末 の 場 合 、 チ タン粉 末 、 過 塩 素 酸 カ リ ウム 、 硝 酸 カ リ ウム な ど の

酸 化 剤 と激 しく 反 応 して 、 火 災 や 爆 発 の 危 険 をも た ら す。

酸 素 と激 しく 反 応 し、 火 災 や 爆 発 の 危 険 をも た ら す。

酸 と激 しく 反 応 し、 水 素 を発 生 する。

避 けるべ き 条 件 ： 粉 末 又 は 顆 粒 状 で 空 気 と混 合 すると粉 じん爆 発 可 能 性 が ある。

混 触 危 険 物 質 との 接 触 。

混 触 危 険 物 質 ： 強 酸 化 剤 、 強 酸 。

危 険 有 害 な 分 解 生 成 物 ： 燃 焼 により 、 ニ ッ ケ ル カ ル ボニ ル な ど の 生 成 。

１１． 有 害 性 情 報

急 性 毒 性 ： 経 口 ラ ット を用 いた 経 口 投 与 試 験 の L D 5 0 = 9 0 0 0 m g/ k g

以 上 3 ) 及 び5 0 0 0 m g/ k g 以 上 3 ) は 、 いず れ も

5 0 0 0 m g/ k g 以 上 の た め 、 区 分 外 とした 。

経 皮 デ ー タな し

吸 入 ( ガ ス ) G H S の 定 義 による固 体 で あるた め 、 ガ ス で の 吸 入 は

想 定 され ず 、 分 類 対 象 外 とした 。

吸 入 ( 蒸 気 ) デ ー タな し

吸 入 ( ミ ス ト ) デ ー タな し

皮 膚 腐 食 性 ・ 刺 激 性 ： デ ー タな し

眼 に対 す る重 篤 な 損 傷 ・ 刺 激 性 ： デ ー タな し

呼 吸 器 感 作 性 又 は 皮 膚 感 作 性 ： 呼 吸 器 感 作 性 ： 日 本 産 業 衛 生 学 会 の 許 容 濃 度 等 の 勧 告 で 気 道 感

作 性 物 質 ( 第 2 群 ) 4 ) に、 又 、 日 本 職 業 ア レル ギ ー 学 会 及 びD F G

で 気 道 感 作 性 物 質 に分 類 され て いるた め 、 区 分 1 とした 。

吸 入 するとア レル ギ ー 、 喘 息 又 は 呼 吸 困 難 を起 こ すおそ れ

皮 膚 感 作 性 ： 日 本 産 業 衛 生 学 会 の 許 容 濃 度 等 の 勧 告 で 皮 膚 感 作

性 物 質 ( 第 1 群 ) 4 ) に、 又 、 日 本 職 業 ア レル ギ ー 学 会 及 びD F G で

皮 膚 感 作 性 物 質 に分 類 され て いるた め 、 区 分 1 とした 。

ア レル ギ ー 性 皮 膚 反 応 を引 き 起 こ すおそ れ

生 殖 細 胞 変 異 原 性 ： デ ー タ不 足 の た め 分 類 で き な い

発 が ん 性 ： N T P で R ( 金 属 ニ ッ ケ ル として ) 7 ) 　 I A R C で 2 B ( 金 属 ニ ッ ケ ル と

して ) 1 0 ) に分 類 され て いるこ とか ら 、 区 分 2 とした 。

発 が んの おそ れ の 疑 い

I A R C 　 グル ープ 2 B （ ヒト に対 して 発 が ん性 が あるか も しれ な い）

生 殖 毒 性 ： デ ー タ不 足 の た め 分 類 で き な い

特 定 標 的 臓 器 ・ 全 身 毒 性

（ 単 回 ば く 露 ） ：

ヒト について は 、 肺 胞 領 域 で の 肺 胞 壁 へ の 障 害 及 び水 腫 、 腎 臓 に

おける顕 著 な 尿 細 管 壊 死 8 ) の 記 述 が あるこ とか ら 、 呼 吸 器 、 腎 臓

が 標 的 臓 器 と考 え ら れ た 。 以 上 より 、 分 類 は 、 区 分 1 ( 呼 吸 器 、 腎

臓 ) とした 。
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な お、 ニ ッ ケ ル 化 合 物 の ヒト で の 急 性 毒 性 として は 、 悪 心 、 下 痢 、 め

ま い、 頭 痛 3 ) が み ら れ た 。

呼 吸 器 ､腎 臓 の 障 害

特 定 標 的 臓 器 ・ 全 身 毒 性

（ 反 復 ば く 露 ） ：
実 験 動 物 について は 、 胸 膜 炎 、 肺 炎 、 う っ 血 及 び水 腫 6 ) 肺 胞 には

膜 に結 合 した 層 状 体 の 増 加 が 見 ら れ る 8 ) 等 の 記 述 が あるこ とか

ら 、 呼 吸 器 が 標 的 臓 器 と考 え ら れ た 。 な お実 験 動 物 に対 する影 響

は 、 区 分 1 に相 当 するガ イ ダ ンス 値 の 範 囲 で み ら れ た 。 以 上 より 、 分

類 は 、 区 分 1 ( 呼 吸 器 ) とした 。 な お、 ニ ッ ケ ル 化 合 物 の ヒト で の 慢 性

毒 性 として は 、 ニ ッ ケ ル 及 びニ ッ ケ ル 化 合 物 の ば く 露 は た とえ 職 業

ば く 露 許 容 量 に近 い量 で の ば く 露 で も 呼 吸 器 経 路 の 刺 激 性 の 変 性

の 要 因 とな り うる。 長 期 間 の 高 濃 度 ば く 露 は 肺 線 維 症 を引 き 起 こ す

と考 え ら れ る 3 ) が み ら れ た 。

長 期 又 は 反 復 ば く 露 による呼 吸 器 の 障 害

吸 引 性 呼 吸 器 有 害 性 ： デ ー タな し

１２． 環 境 影 響 情 報

水 生 環 境 急 性 有 害 性 ： デ ー タ不 足 の た め 分 類 で き な い

水 生 環 境 慢 性 有 害 性 ： L C5 0 ≦ 1 0 0 m g/ L　 デ ー タが 存 在 するも の の 、 金 属 で あり 水 中 で の

挙 動 が 不 明 で あるた め 、 区 分 4 とした 。

長 期 的 影 響 により 水 生 生 物 に有 害 の おそ れ

１３． 廃 棄 上 の 注 意 ：

残 余 廃 棄 物 ： 廃 棄 において は 、 関 連 法 規 並 びに地 方 自 治 体 の 基 準 に従 うこ と。

都 道 府 県 知 事 な ど の 許 可 を受 けた 産 業 廃 棄 物 処 理 業 者 、 も しく は

地 方 公 共 団 体 が そ の 処 理 を行 っ て いる場 合 には そ こ に委 託 して 処

理 する。

廃 棄 物 の 処 理 を依 託 する場 合 、 処 理 業 者 等 に危 険 性 、 有 害 性 を十

分 告 知 の 上 処 理 を委 託 する。

元 素 状 態 にある物 質 は 、 再 利 用 の た め に回 収 する。

汚 染 容 器 及 び 包 装 ： 容 器 は 清 浄 にして リ サ イ ク ル するか 、 関 連 法 規 並 びに地 方 自 治 体

の 基 準 に従 っ て 適 切 な 処 分 を行 う。

空 容 器 を廃 棄 する場 合 は 、 内 容 物 を完 全 に除 去 するこ と。

１４． 輸 送 上 の 注 意

国 際 規 制

海 上 規 制 情 報 I M Oの 規 定 に従 う。

U N N o .： 3 0 8 9

P r o p e r S h i p p i n g N a m e ： M E T A L P O W D E R , F L A M M A B L E , N .O .S .

C l a s s ： 4 . 1

P a c k i n g G r o u p ： I I

M a r i n e P o l l u t a n t： N o t a p p l i c a b l e

航 空 規 制 情 報 I C A O / I A T Aの 規 定 に従 う。

U N N o .： 3 0 8 9

P r o p e r S h i p p i n g N a m e ： M e t a l p o w d e r , f l a m m a b l e , n . o . s .

C l a s s ： 4 . 1

P a c k i n g G r o u p ： I I

国 内 規 制

陸 上 規 制 情 報 規 制 な し

海 上 規 制 情 報 船 舶 安 全 法 の 規 定 に従 う。

国 連 番 号 ： 3 0 8 9

品 名 ： 金 属 粉 末 （ 可 燃 性 の も の ） （ 他 に品 名 が 明 示 され て いるも の を除

く 。 ）

ク ラ ス ： 4 .1

容 器 等 級 ： I I

海 洋 汚 染 物 質 ： 非 該 当

航 空 規 制 情 報 航 空 法 の 規 定 に従 う。

国 連 番 号 ： 3 0 8 9

品 名 ： 金 属 粉 末 （ 可 燃 性 の も の ） （ 他 に品 名 が 明 示 され て いるも の を除

く 。 ）

ク ラ ス ： 4 .1

容 器 等 級 ： I I

輸 送 に際 して は 、 直 射 日 光 を避 け、 容 器 の 破 損 、 腐 食 、 漏 れ の な い

ように積 み 込 み 、 荷 崩 れ の 防 止 を確 実 に行 う。

移 送 時 にイ エ ロ ー カ ードの 保 持 が 必 要 。

１５． 適 用 法 令

労 働 安 全 衛 生 法 ： 名 称 等 を通 知 すべ き 有 害 物
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（ 法 第 ５７条 の ２、 施 行 令 第 １８条 の ２別 表 第 ９）

（ 政 令 番 号 　 第 4 1 8 号 ）

化 学 物 質 排 出 把 握 管 理 促 進 法

（ Ｐ Ｒ ＴＲ 法 ）

第 1 種 指 定 化 学 物 質

（ 法 第 ２条 第 ２項 、 施 行 令 第 １条 別 表 第 １）

（ 政 令 番 号 　 第 2 3 1 号 ）

船 舶 安 全 法 可 燃 性 物 質 類 ・ 可 燃 性 物 質

（ 危 規 則 第 ２， ３条 危 険 物 告 示 別 表 第 １）

航 空 法 可 燃 性 物 質 類 ・ 可 燃 性 物 質

（ 施 行 規 則 第 １９４条 危 険 物 告 示 別 表 第 １）

１６． そ の 他 の 情 報

参 考 文 献

1 ) I C S C ( 2 0 0 4 )

2 ) M e r c k ( 1 3 t h , 2 0 0 1 )

3 ) E C E T O C T R 3 3 ( 1 9 8 9 )

4 ) 日 本 産 業 衛 生 学 会 （ 2 0 0 5 )

5 ) 環 境 省 リ ス ク 評 価 　 第 3 巻 ( 2 0 0 4 )

6 ) C a P S A R( 1 9 9 4 )

7 ) N T P ( 2 0 0 5 )

8 ) A T S D R ( 2 0 0 5 )

9 ) E P A ( 1 9 9 8 )

1 0 ) I A R C ( 1 9 9 1 )

1 1 ) 日 本 化 学 物 質 安 全 ・ 情 報 セ ンタ ー 「 化 審 法 既 存 化 学 物 質 安 全 性 点 検 デ ー タ集 」

1 2 ) 化 学 物 質 の 危 険 ・ 有 害 性 便 覧 　 中 央 災 害 防 止 協 会 　 1 9 9 2

1 3 ） G H S 分 類 結 果 （ N I T E )

1 4 ) 日 化 協 「 緊 急 時 応 急 措 置 指 針 、 容 器 イ エ ロ ー カ ード（ ラ ベル 方 式 ） 」

1 5 ) 日 化 協 「 化 学 物 質 法 規 制 検 索 シ ス テ ム 」 （ C D - R O M ） ( 2 0 0 5 )

1 6 ) 日 本 ケ ミ カ ル デ ー タベ ー ス （ 株 ） 「 化 学 品 総 合 デ ー タベ ー ス 」 （ 2 0 0 5 )

1 7 ) A m o o r e ,J .E . a n d H a u l a t a ,E . J o u r a n a l o f A p p l i e d T o x i c o l o g y , 3 ( 6 ) 2 7 2 ( 1 9 8 3 )

1 8 ) A C G I H ( 2 0 0 5 )

災 害 事 例

( 1 ) ニ ッ ケ ル 触 媒 ( ドラ ム 缶 入 り ) を小 舟 に積 み か え 中 に衝 撃 で 、 ドラ ム 缶 の 蓋 が 開 き 、 内 容 物 が こ

ぽ れ 空 気 に触 れ て 発 熱 し、 翌 日 早 朝 床 板 が 燃 え 出 した 。

( 2 ) ニ ッ ケ ル メ ッキ作 業 に従 事 して いた とこ ろ 、 全 身 にア レル ギ ー 性 多 型 紅 斑 が 出 現 した 。


